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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 59条 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備】 

様式－7（59条）-1 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

  ：補正時からの変更箇所 

様式－7 

要求事項との対比表（ＳＡ） 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び 

技術基準との対比 
備 考 

（緊急停止失敗時に発電用原子炉を

未臨界にするための設備） 

第五十九条 発電用原子炉施設に

は、運転時の異常な過渡変化時にお

いて発電用原子炉の運転を緊急に停

止することができない事象が発生す

るおそれがある場合又は当該事象が

発生した場合においても炉心の著し

い損傷を防止するため、原子炉冷却

材圧力バウンダリ及び原子炉格納容

器の健全性を維持するとともに、発

電用原子炉を未臨界に移行するため

に必要な設備を施設しなければなら

ない。 

①，②，③，④

（解釈） 

１ 第５９条に規定する「発電用原

子炉の運転を緊急に停止することが

できない事象が発生するおそれがあ

る場合」とは、発電用原子炉が緊急停

止していなければならない状況にも

かかわらず、原子炉出力又は原子炉

圧力等のパラメータの変化から緊急

停止していないことが推定される場

合のことをいう。 

２ 第５９条に規定する「発電用原

運転時の異常な過渡変化時におい

て発電用原子炉の運転を緊急に停止

することができない事象が発生する

おそれがある場合又は当該事象が発

生した場合においても炉心の著しい

損傷を防止するため，原子炉冷却材

圧力バウンダリ及び原子炉格納容器

の健全性を維持するとともに，発電

用原子炉を未臨界に移行するために

必要な重大事故等対処設備として，

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入

機能），ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子

炉再循環ポンプトリップ機能）及び

ほう酸水注入系を設ける設計とす

る。 

①-1，①-2【59 条 1】

ロ 発電用原子炉施設の一般構造

(3) その他の主要な構造

(d) 緊急停止失敗時に発電用原子

炉を未臨界にするための設備 

運転時の異常な過渡変化時におい

て発電用原子炉の運転を緊急に停止

することができない事象が発生する

おそれがある場合又は当該事象が発

生した場合においても炉心の著しい

損傷を防止するため，原子炉冷却材

圧力バウンダリ及び原子炉格納容器

の健全性を維持するとともに，発電

用原子炉を未臨界に移行するために

必要な重大事故等対処設備を設置す

る。①-1 

へ 計測制御系統施設の構造及び設

備 

(5) その他の主要な事項

(ⅹⅱ ) 緊急停止失敗時に発電用原子

炉を未臨界にするための設備 

運転時の異常な過渡変化時におい

て発電用原子炉の運転を緊急に停止

することができない事象が発生する

おそれがある場合又は当該事象が発

6. 計測制御系統施設

6.7 緊急停止失敗時に発電用原子

炉を未臨界にするための設備 

6.7.1 概要 

運転時の異常な過渡変化時におい

て発電用原子炉の運転を緊急に停止

することができない事象が発生する

おそれがある場合又は当該事象が発

生した場合においても炉心の著しい

損傷を防止するため，原子炉冷却材

圧力バウンダリ及び原子炉格納容器

の健全性を維持するとともに，発電

用原子炉を未臨界に移行するために

必要な重大事故等対処設備を設置す

る。◇1 （①-1） 

緊急停止失敗時に発電用原子炉を

未臨界にするための設備の説明図及

び系統概要図を第 6.7－1 図から第

6.7－3図に示す。◇2  

・同趣旨の記載ではあるが，表現の

違いによる差異あり。 

・要求事項に対する設計の明確化。

計測制御系統施設 

1.4 ほう酸水注入系 

3.2 ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒

挿入機能） 

3.3 ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉

再循環ポンプトリップ機能） 

①-2 引用元：P2
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 59条 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備】 
 

 

様式－7（59条）-2 

 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

  ：補正時からの変更箇所 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び 

技術基準との対比 
備 考 

子炉を未臨界に移行するために必要

な設備」とは、以下に掲げる措置又は

これらと同等以上の効果を有する措

置を行うための設備をいう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子炉緊急停止失敗時に自動減圧

系が作動すると，高圧炉心スプレイ

系，残留熱除去系（低圧注水系）及び

低圧炉心スプレイ系から大量の冷水

が注水され出力の急激な上昇につな

がるため，自動減圧起動阻止スイッ

チにより自動減圧系による自動減圧

を阻止し，代替自動減圧起動阻止ス

イッチにより代替自動減圧ロジック

（代替自動減圧機能）による自動減

圧を阻止できる設計とする。 

①-3【59 条 2】 

 

生した場合においても炉心の著しい

損傷を防止するため，原子炉冷却材

圧力バウンダリ及び原子炉格納容器

の健全性を維持するとともに，発電

用原子炉を未臨界に移行するために

必要な重大事故等対処設備を設置す

る。□1  (①-1) 

 

 緊急停止失敗時に発電用原子炉を

未臨界にするための設備のうち，原

子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子

炉格納容器の健全性を維持するとと

もに，発電用原子炉を未臨界に移行

し，炉心の著しい損傷を防止するた

めの設備□1  (①-1)として，ＡＴＷＳ

緩和設備（代替制御棒挿入機能），Ａ

ＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環

ポンプトリップ機能）及びほう酸水

注入系を設ける。①-2 

 

 なお，原子炉緊急停止失敗時に自

動減圧系が作動すると，高圧炉心ス

プレイ系，残留熱除去系（低圧注水モ

ード）及び低圧炉心スプレイ系から

大量の冷水が注水され出力の急激な

上昇につながるため，自動減圧起動

阻止スイッチ及び代替自動減圧起動

阻止スイッチにより自動減圧系及び

代替自動減圧ロジック（代替自動減

圧機能）による自動減圧を阻止する。 

①-3 

 

自動減圧起動阻止スイッチ及び代

 

 

 

 

 

 

 

6.7.2 設計方針 

緊急停止失敗時に発電用原子炉を

未臨界にするための設備のうち，原

子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子

炉格納容器の健全性を維持するとと

もに，発電用原子炉を未臨界に移行

し，炉心の著しい損傷を防止するた

めの設備として，ＡＴＷＳ緩和設備

（代替制御棒挿入機能），ＡＴＷＳ緩

和設備（代替原子炉再循環ポンプト

リップ機能）及びほう酸水注入系を

設ける。◇1 （①-1，①-2） 

 

なお，原子炉緊急停止失敗時に自

動減圧系が作動すると，高圧炉心ス

プレイ系，残留熱除去系（低圧注水モ

ード）及び低圧炉心スプレイ系から

大量の冷水が注水され出力の急激な

上昇につながるため，自動減圧起動

阻止スイッチ及び代替自動減圧起動

阻止スイッチにより自動減圧系及び

代替自動減圧ロジック（代替自動減

圧機能）による自動減圧を阻止する。 

◇1 （①-3） 

 

自動減圧起動阻止スイッチ及び代

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・同趣旨の記載ではあるが，表現の

違いによる差異あり。 

・要求事項に対する設計の明確化。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計測制御系統施設 

3.5 自動減圧機能作動阻止 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 59条 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備】 
 

 

様式－7（59条）-3 

 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

  ：補正時からの変更箇所 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び 

技術基準との対比 
備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）BWR 

ａ）センサー出力から最終的な作動

装置の入力までの原子炉スクラム系

統から独立した代替反応度制御棒挿

入回路（ARI）を整備すること。①，

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発電用原子炉が運転を緊急に停止

していなければならない状況にもか

かわらず，原子炉出力，原子炉圧力等

のパラメータの変化から緊急停止し

ていないことが推定される場合の重

大事故等対処設備として使用するＡ

ＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機

能）は，原子炉圧力高又は原子炉水位

低（レベル２）の信号により，全制御

棒を全挿入させて発電用原子炉を未

臨界にできる設計とする。 

②-1【59 条 3】 

 

 

 

 

また，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御

棒挿入機能）は，中央制御室の操作ス

イッチを手動で操作することで作動

させることができる設計とする。 

②-2【59 条 4】 

 

 

 

替自動減圧起動阻止スイッチについ

ては，(5)，( xⅲ)原子炉冷却材圧力バ

ウンダリを減圧するための設備に記

載する。□3  

 

ａ．フロントライン系故障時に用い

る設備 

(a) ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒

挿入機能）による制御棒緊急挿入 

発電用原子炉が運転を緊急に停止

していなければならない状況にもか

かわらず，原子炉出力,原子炉圧力等

のパラメータの変化から緊急停止し

ていないことが推定される場合の重

大事故等対処設備として，ＡＴＷＳ

緩和設備（代替制御棒挿入機能）は，

原子炉圧力高又は原子炉水位低（レ

ベル２）の信号により，全制御棒を全

挿入させて発電用原子炉を未臨界に

できる設計とする。②-1 

 

 

 

 

 

また，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御

棒挿入機能）は，中央制御室の操作ス

イッチを手動で操作することで作動

させることができる設計とする。②-

2 

 

 

 

替自動減圧起動阻止スイッチについ

ては,「6.8 原子炉冷却材圧力バウン

ダリを減圧するための設備」に記載

する。◇2  

 

(1) フロントライン系故障時に用

いる設備 

ａ．ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿

入機能）による制御棒緊急挿入 

発電用原子炉が運転を緊急に停止

していなければならない状況にもか

かわらず，原子炉出力，原子炉圧力等

のパラメータの変化から緊急停止し

ていないことが推定される場合の重

大事故等対処設備として，ＡＴＷＳ

緩和設備（代替制御棒挿入機能）を使

用する。◇1 （②-1） 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿

入機能）は，検出器（原子炉圧力及び

原子炉水位），論理回路，代替制御棒

挿入機能用電磁弁等で構成し，原子

炉圧力高又は原子炉水位低（レベル

２）の信号により，全制御棒を全挿入

させて発電用原子炉を未臨界にでき

る設計とする。◇1 （②-1） 

また，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御

棒挿入機能）は，中央制御室の操作ス

イッチを手動で操作することで作動

させることができる設計とする。 

◇1 （②-2） 

主要な設備は，以下のとおりとす

る。 

・ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・同趣旨の記載ではあるが，表現の

違いによる差異あり。 

・要求事項に対する設計の明確化。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・差異なし。 

・要求事項に対する設計の明確化。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計測制御系統施設 

3.2 ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒

挿入機能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計測制御系統施設 

3.2 ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒

挿入機能） 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 59条 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備】 
 

 

様式－7（59条）-4 

 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

  ：補正時からの変更箇所 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び 

技術基準との対比 
備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ）上記１の「発電用原子炉の運転を

緊急に停止することができない事象

が発生するおそれがある場合」に、原

子炉出力を制御するため、原子炉冷

却材再循環ポンプを自動で停止させ

る装置を整備すること。①，③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他，設計基準対象施設である

制御棒，制御棒駆動機構及び制御棒

駆動水圧系水圧制御ユニットを重大

事故等対処設備として使用できる設

計とする。また，制御棒駆動水圧系の

流路として，設計基準対象施設であ

る配管貫通部を重大事故等対処設備

として使用することから，流路に係

る機能について重大事故等対処設備

としての設計を行う。②-3【59 条 10】 

 

 

 

 

発電用原子炉が運転を緊急に停止

していなければならない状況にもか

かわらず，原子炉出力，原子炉圧力等

のパラメータの変化から緊急停止し

ていないことが推定される場合の重

大事故等対処設備として使用するＡ

ＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環

ポンプトリップ機能）は，原子炉圧力

高又は原子炉水位低（レベル２）の信

号により，原子炉再循環ポンプ 2 台

を自動停止させて，発電用原子炉の

出力を抑制できる設計とする。 

③-1【59 条 5】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 原子炉再循環ポンプ停止によ

る原子炉出力抑制 

発電用原子炉が運転を緊急に停止

していなければならない状況にもか

かわらず，原子炉出力，原子炉圧力等

のパラメータの変化から緊急停止し

ていないことが推定される場合の重

大事故等対処設備として，ＡＴＷＳ

緩和設備（代替原子炉再循環ポンプ

トリップ機能）は，原子炉圧力高又は

原子炉水位低（レベル２）の信号によ

り，原子炉再循環ポンプ２台を自動

停止させて，発電用原子炉の出力を

制御できる設計とする。③-1 

 

 

 

 

 

 

 

入機能）◇1 （②-1） 

・制御棒（6.1.2 原子炉停止系）②-

3 

・制御棒駆動機構（6.1.2 原子炉停

止系）②-3 

・制御棒駆動水圧系水圧制御ユニッ

ト（6.1.2 原子炉停止系）②-3 

その他，設計基準事故対処設備であ

る非常用交流電源設備を重大事故等

対処設備(設計基準拡張)として使用

する。◇3  

 

ｂ．原子炉再循環ポンプ停止による

原子炉出力抑制 

発電用原子炉が運転を緊急に停止

していなければならない状況にもか

かわらず，原子炉出力，原子炉圧力等

のパラメータの変化から緊急停止し

ていないことが推定される場合の重

大事故等対処設備として，ＡＴＷＳ

緩和設備（代替原子炉再循環ポンプ

トリップ機能）を使用する。◇1 （③-

1） 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再

循環ポンプトリップ機能）は，検出器

（原子炉圧力及び原子炉水位），論理

回路，原子炉再循環ポンプトリップ

遮断器③-3等で構成し，原子炉圧力

高又は原子炉水位低（レベル２）の信

号により，原子炉再循環ポンプ２台

を自動停止させて，発電用原子炉の

出力を制御できる設計とする。◇1（③

-1） 

・同趣旨の記載ではあるが，表現の

違いによる差異あり。 

・要求事項に対する設計の明確化。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・同趣旨の記載ではあるが，表現の

違いによる差異あり。 

・要求事項に対する設計の明確化。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計測制御系統施設 

3.2 ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒

挿入機能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計測制御系統施設 

3.3 ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉

再循環ポンプトリップ機能） 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 59条 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備】 
 

 

様式－7（59条）-5 

 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

  ：補正時からの変更箇所 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び 

技術基準との対比 
備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ）十分な反応度制御能力を有する

ほう酸水注入設備（SLCS）を整備する

こと。 

①，④ 

 

 

 

また，ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子

炉再循環ポンプトリップ機能）は，自

動で停止しない場合に，中央制御室

の操作スイッチを手動で操作するこ

とにより，原子炉再循環ポンプトリ

ップ遮断器を開放し，原子炉再循環

ポンプを停止させることができる設

計とする。③-2，③-3【59 条 6】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運転時の異常な過渡変化時におい

て発電用原子炉の運転を緊急に停止

することができない事象が発生した

場合に，自動減圧起動阻止スイッチ 2 

個及び代替自動減圧起動阻止スイッ

チ 1 個を作動させることで発電用原

子炉の自動による減圧を防止できる

設計とする。①-4【59 条 7】 

 

原子炉保護系，制御棒，制御棒駆動

機構及び制御棒駆動水圧系水圧制御

ユニットの機能が喪失した場合の重

大事故等対処設備として使用するほ

う酸水注入系は，ほう酸水注入ポン

プにより，ほう酸水貯蔵タンクのほ

う酸水を原子炉圧力容器へ注入する

また，ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子

炉再循環ポンプトリップ機能）は，自

動で停止しない場合に，中央制御室

の操作スイッチを手動で操作するこ

とで，原子炉再循環ポンプを停止さ

せることができる設計とする。③-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(c) ほう酸水注入 

原子炉保護系，制御棒，制御棒駆動

機構，制御棒駆動水圧系水圧制御ユ

ニットの機能が喪失した場合の重大

事故等対処設備として，ほう酸水注

入系は，ほう酸水注入ポンプにより，

ほう酸水を原子炉圧力容器へ注入す

ることで，発電用原子炉を未臨界に

また，ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子

炉再循環ポンプトリップ機能）は，自

動で停止しない場合に，中央制御室

の操作スイッチを手動で操作するこ

とで，原子炉再循環ポンプを停止さ

せることができる設計とする。◇1（③

-2） 

 

主要な設備は，以下のとおりとす

る。 

・ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再

循環ポンプトリップ機能）◇1 （③-1） 

 

その他，設計基準事故対処設備で

ある非常用交流電源設備を重大事故

等対処設備（設計基準拡張）として使

用する。◇3  

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ．ほう酸水注入 

原子炉保護系，制御棒，制御棒駆動

機構，制御棒駆動水圧系水圧制御ユ

ニットの機能が喪失した場合の重大

事故等対処設備として，ほう酸水注

入系を使用する。◇1 （④-1） 

ほう酸水注入系は，ほう酸水注入

ポンプ，ほう酸水貯蔵タンク④-2，配

・同趣旨の記載ではあるが，表現の

違いによる差異あり。 

・要求事項に対する設計の明確化。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・同趣旨の記載ではあるが，表現の

違いによる差異あり。（対象設備の明

確化） 

・要求事項に対する設計の明確化。 

 

 

 

 

 

・同趣旨の記載ではあるが，表現の

違いによる差異あり。（対象設備の明

確化） 

・要求事項に対する設計の明確化。 

 

 

 

計測制御系統施設 

3.3. ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子

炉再循環ポンプトリップ機能） 

 

 

 

 

③-3 引用元：P4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計測制御系統施設 

3.5 自動減圧機能作動阻止 

 

 

 

 

 

①-4 引用元：P6 

 

計測制御系統施設 

1.4 ほう酸水注入系 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 59条 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備】 
 

 

様式－7（59条）-6 

 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

  ：補正時からの変更箇所 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び 

技術基準との対比 
備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）PWR 

ａ）上記１の「発電用原子炉の運転を

緊急に停止することができない事象

が発生するおそれがある場合」に、原

子炉出力を抑制するため、補助給水

系ポンプを自動的に起動させる設備

及び蒸気タービンを自動で停止させ

る設備を整備すること。 

 

ｂ）上記１の「発電用原子炉の運転を

緊急に停止することができない事象

が発生するおそれがある場合」には、

化学体積制御設備又は非常用炉心冷

却設備による十分な量のほう酸水注

入を実施する設備を整備すること。 

 

― 以 下 余 白 ― 

ことで，発電用原子炉を未臨界にで

きる設計とする。 

④-1，④-2【59 条 8】 

 

ほう酸水注入系の流路として，設

計基準対象施設である原子炉圧力容

器，炉心支持構造物，原子炉圧力容器

内部構造物及び配管貫通部を重大事

故等対処設備として使用することか

ら，流路に係る機能について重大事

故等対処設備としての設計を行う。 

④-3【59 条 9】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（多様性，位置的分散） 

基本方針については，「5.1.2 多様

性，位置的分散等」に示す。Ⅰ 

 

 

できる設計とする。④-1 

 

［常設重大事故等対処設備］ 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入

機能） 

個  数   １□2  

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循

環ポンプトリップ機能） 

個  数   １□2  

制御棒 

（へ，(3) 制御設備と兼用）□2  

制御棒駆動機構 

（へ，(3) 制御設備と兼用）□2  

水圧制御ユニット 

（へ，(3) 制御設備と兼用）□2  

ほう酸水注入系 

（へ，(4) 非常用制御設備他と兼

用）□2  

 

自動減圧起動阻止スイッチ 

個  数   ２①-4 

代替自動減圧起動阻止スイッチ 

個  数   １①-4 

 

 

 

 

 

 

― 以 下 余 白 ― 

管・弁類，計測制御装置等で構成し，

ほう酸水注入ポンプにより，ほう酸

水を原子炉圧力容器へ注入すること

で，発電用原子炉を未臨界にできる

設計とする。◇1 （④-1） 

 

主要な設備は，以下のとおりとす

る。 

・ほう酸水注入ポンプ◇1 （④-1） 

・ほう酸水貯蔵タンク◇1 （④-2） 

本系統の流路として，ほう酸水注

入系の配管及び弁並びに差圧検出・

ほう酸水注入系配管を重大事故等対

処設備として使用する。 

その他，設計基準対象施設である

原子炉圧力容器を重大事故等対処設

備として使用④-3し，設計基準事故

対処設備である非常用交流電源設備

を重大事故等対処設備（設計基準拡

張）として使用する。◇3  

 

原子炉圧力容器については，「5.1

原子炉圧力容器及び一次冷却材設

備」に記載する。◇2  

非常用交流電源設備については，

「10.1非常用電源設備」に記載する。 

◇2  

 

6.7.2.1 多様性，位置的分散 

基本方針については，「1.1.7.1 

多様性，位置的分散，悪影響防止等」

に示す。Ⅰ 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿

 

 

 

 

・同趣旨の記載ではあるが，表現の

違いによる差異あり。 

・要求事項に対する設計の明確化。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・同趣旨の記載ではあるが，表現の

違いによる差異あり。 

・技術基準規則 54 条の要求事項に

関する基本方針について，呼び込む

旨を記載。 

 

 

④-2 引用元：P5 

 

計測制御系統施設 

1.4 ほう酸水注入系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の基本設計方針には記載しな

い。 

 

 

 

7



 

設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 59条 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備】 
 

 

様式－7（59条）-7 

 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

  ：補正時からの変更箇所 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び 

技術基準との対比 
備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入機能）の論理回路の電源は，非常用

直流電源設備から給電することで，

非常用交流電源設備から給電する原

子炉保護系の論理回路の交流電源に

対して多様性を有する設計とする。

◇4  

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿

入機能）は，検出器から代替制御棒挿

入機能用電磁弁まで原子炉保護系に

対して独立した構成とすることで，

原子炉保護系と共通要因によって同

時に機能を損なわない設計とする。

◇4  

また，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御

棒挿入機能）は，原子炉保護系の電源

と電気的に分離することで，共通要

因によって同時に機能を損なわない

設計とする。◇4  

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再

循環ポンプトリップ機能）の論理回

路の電源は，非常用直流電源設備か

ら給電することで，非常用交流電源

設備から給電する原子炉保護系の論

理回路の交流電源に対して多様性を

有する設計とする。◇4  

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再

循環ポンプトリップ機能）は，検出器

から原子炉再循環ポンプトリップ遮

断器まで原子炉保護系に対して独立

した構成とすることで，共通要因に

よって同時に機能を損なわない設計

とする。◇4  

また，ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 59条 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備】 
 

 

様式－7（59条）-8 

 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

  ：補正時からの変更箇所 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び 

技術基準との対比 
備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（悪影響防止） 

基本方針については，「5.1.3 悪影

響防止等」に示す。Ⅱ 

 

 

 

 

 

炉再循環ポンプトリップ機能）は，原

子炉保護系の電源と電気的に分離す

ることで，原子炉保護系と共通要因

によって同時に機能を損なわない設

計とする。◇4  

ほう酸水注入系は，制御棒，制御棒

駆動機構及び制御棒駆動水圧系水圧

制御ユニットと共通要因によって同

時に機能を損なわないよう，ほう酸

水注入ポンプを非常用交流電源設備

からの給電により駆動することで，

アキュムレータにより駆動する制御

棒，制御棒駆動機構及び制御棒駆動

水圧系水圧制御ユニットに対して多

様性を有する設計とする。◇4  

ほう酸水注入ポンプ及びほう酸水

貯蔵タンクは，原子炉建物原子炉棟

内の制御棒，制御棒駆動機構及び制

御棒駆動水圧系水圧制御ユニットと

異なる区画に設置することで，制御

棒，制御棒駆動機構及び制御棒駆動

水圧系水圧制御ユニットと共通要因

によって同時に機能を損なわないよ

う位置的分散を図る設計とする。◇4  

 

6.7.2.2 悪影響防止 

基本方針については，「1.1.7.1 

多様性，位置的分散，悪影響防止等」

に示す。Ⅱ 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿

入機能）は，検出器から代替制御棒挿

入機能用電磁弁まで，原子炉保護系

に対して独立した構成とすること

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・同趣旨の記載ではあるが，表現の

違いによる差異あり。 

・技術基準規則 54 条の要求事項に

関する基本方針について，呼び込む

旨を記載。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の基本設計方針には記載しな

い。 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 59条 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備】 
 

 

様式－7（59条）-9 

 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

  ：補正時からの変更箇所 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び 

技術基準との対比 
備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（共用の禁止） 

該当する記載なし。Ⅲ 

で，原子炉保護系に悪影響を及ぼさ

ない設計とする。また，ＡＴＷＳ緩和

設備（代替制御棒挿入機能）は，原子

炉保護系の電源と電気的に分離する

ことで，原子炉保護系に悪影響を及

ぼさない設計とする。◇4  

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿

入機能）により動作する制御棒，制御

棒駆動機構及び制御棒駆動水圧系水

圧制御ユニットは，設計基準事故対

処設備として使用する場合と同じ系

統構成で重大事故等対処設備として

使用することで，他の設備に悪影響

を及ぼさない設計とする。◇4  

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再

循環ポンプトリップ機能）は，検出器

から原子炉再循環ポンプトリップ遮

断器まで原子炉保護系に対して独立

した構成とすることで，原子炉保護

系に悪影響を及ぼさない設計とす

る。また，ＡＴＷＳ緩和設備（代替原

子炉再循環ポンプトリップ機能）は，

原子炉保護系の電源と電気的に分離

することで，原子炉保護系に悪影響

を及ぼさない設計とする。◇4  

ほう酸水注入系は，設計基準対象

施設として使用する場合と同じ系統

構成で，重大事故等対処設備として

使用することで，他の設備に悪影響

を及ぼさない設計とする。◇4  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・共用の禁止に該当する記載なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の基本設計方針には記載しな

い。 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 59条 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備】 
 

 

様式－7（59条）-10 

 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

  ：補正時からの変更箇所 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び 

技術基準との対比 
備 考 

（容量等） 

基本方針については，「5.1.4 容量

等」に示す。Ⅳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.7.2.3 容量等 

基本方針については，「1.1.7.2 

容量等」に示す。Ⅳ 

緊急停止失敗時に発電用原子炉を

未臨界にするための設備として使用

するＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒

挿入機能）は，想定される重大事故等

時において，原子炉圧力高の信号又

は原子炉水位低（レベル２）の信号の

計器誤差を考慮して確実に作動する

設計とする。◇4  

制御棒駆動水圧系水圧制御ユニッ

トは，設計基準事故対処設備として

の仕様が重大事故等時において，発

電用原子炉を未臨界にするために必

要な制御棒を全挿入することが可能

な駆動水を有する容量に対して十分

であるため，設計基準事故対処設備

と同仕様で設計する。◇4  

緊急停止失敗時に発電用原子炉を

未臨界にするための設備として使用

するＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉

再循環ポンプトリップ機能）は，想定

される重大事故等時において，原子

炉水位低（レベル２）及び原子炉圧力

高の信号の計器誤差を考慮して確実

に作動する設計とする。◇4  

ほう酸水注入ポンプ及びほう酸水

貯蔵タンクは，設計基準対象施設と

しての仕様が，想定される重大事故

等時において，発電用原子炉を未臨

界にするために必要な負の反応度添

加率を確保するための容量に対して

・同趣旨の記載ではあるが，表現の

違いによる差異あり。 

・技術基準規則 54 条の要求事項に

関する基本方針について，呼び込む

旨を記載。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の基本設計方針には記載しな

い。 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 59条 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備】 
 

 

様式－7（59条）-11 

 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

  ：補正時からの変更箇所 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び 

技術基準との対比 
備 考 

 

 

 

（環境条件等） 

基本方針については，「5.1.5 環境

条件等」に示す。Ⅴ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十分であるため，設計基準事故対処

設備と同仕様で設計する。◇4  

 

6.7.2.4 環境条件等 

基本方針については，「1.1.7.3 

環境条件等」に示す。Ⅴ 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿

入機能）は，中央制御室及び原子炉建

物原子炉棟内に設置し，想定される

重大事故等時における環境条件を考

慮した設計とする。◇4  

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿

入機能）の操作は，想定される重大事

故等時において，中央制御室で可能

な設計とする。◇4  

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿

入機能）により動作する制御棒，制御

棒駆動機構及び制御棒駆動水圧系水

圧制御ユニットは，原子炉格納容器

内及び原子炉建物原子炉棟内に設置

し，重大事故等時における環境条件

を考慮した設計とする。◇4  

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再

循環ポンプトリップ機能）は，中央制

御室及び原子炉建物原子炉棟内に設

置し，想定される重大事故等時にお

ける環境条件を考慮した設計とす

る。◇4  

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再

循環ポンプトリップ機能）の操作は，

想定される重大事故等時において，

中央制御室で可能な設計とする。◇4  

ほう酸水注入ポンプ及びほう酸水

 

 

 

・同趣旨の記載ではあるが，表現の

違いによる差異あり。 

・技術基準規則 54 条の要求事項に

関する基本方針について，呼び込む

旨を記載。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の基本設計方針には記載しな

い。 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 59条 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備】 
 

 

様式－7（59条）-12 

 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

  ：補正時からの変更箇所 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び 

技術基準との対比 
備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

（操作性の確保） 

基本方針については，「5.1.6 操作

性及び試験・検査性」に示す。Ⅵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貯蔵タンクは，原子炉建物原子炉棟

内に設置し，想定される重大事故等

時における環境条件を考慮した設計

とする。◇4  

ほう酸水注入系の操作は，想定さ

れる重大事故等時において，中央制

御室で可能な設計とする。◇4  

 

6.7.2.5 操作性の確保 

基本方針については，「1.1.7.4 

操作性及び試験・検査性について」に

示す。Ⅵ 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿

入機能）は，想定される重大事故等時

において他の系統と切り替えること

なく使用できる設計とする。◇4  

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿

入機能）は検出器を多重化し，二重の

「１ out of ２」論理で自動的に作

動する設計とする。◇4  

また，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御

棒挿入機能）は，中央制御室の操作ス

イッチにより操作が可能な設計とす

る。◇4  

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿

入機能）により動作する制御棒，制御

棒駆動機構及び制御棒駆動水圧系水

圧制御ユニットは，操作不要な設計

とする。◇4  

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再

循環ポンプトリップ機能）は，想定さ

れる重大事故等時において他の系統

と切り替えることなく使用できる設

 

 

 

 

 

 

 

 

・同趣旨の記載ではあるが，表現の

違いによる差異あり。 

・技術基準規則 54 条の要求事項に

関する基本方針について，呼び込む

旨を記載。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の基本設計方針には記載しな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13



 

設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 59条 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備】 
 

 

様式－7（59条）-13 

 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

  ：補正時からの変更箇所 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び 

技術基準との対比 
備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（試験検査） 

基本方針については，「5.1.6 操作

性及び試験・検査性」に示す。Ⅶ 

 

 

 

― 以 下 余 白 ― 

計とする。◇4  

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再

循環ポンプトリップ機能）は検出器

を多重化し，二重の「１ out of ２」

論理で自動的に作動する設計とす

る。◇4  

また，ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子

炉再循環ポンプトリップ機能）は，中

央制御室の操作スイッチにより操作

が可能な設計とする。◇4  

ほう酸水注入系は，想定される重

大事故等時において，設計基準対象

施設として使用する場合と同じ系統

構成で重大事故等対処設備として使

用し，弁操作等により速やかに切り

替えられる設計とする。ほう酸水注

入系は，中央制御室の操作スイッチ

により操作が可能な設計とする。◇4  

 

6.7.3 主要設備及び仕様 

緊急停止失敗時に発電用原子炉を

未臨界にするための設備の主要機器

仕様を第 6.7－1表に示す。◇2  

 

6.7.4 試験検査 

基本方針については，「1.1.7.4 操

作性及び試験・検査性について」に示

す。Ⅶ 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿

入機能）は，発電用原子炉の停止中に

機能・性能の確認として，模擬入力に

よる論理回路の動作確認，校正及び

設定値確認が可能な設計とする。◇4  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・同趣旨の記載ではあるが，表現の

違いによる差異あり。 

・技術基準規則 54 条の要求事項に

関する基本方針について，呼び込む

旨を記載。 

 

― 以 下 余 白 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の基本設計方針には記載しな

い。 

 

 

 

 

― 以 下 余 白 ― 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－7 

【第 59条 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備】 
 

 

様式－7（59条）-14 

 

茶色：設置許可と基本設計方針(後) 

緑色：技術基準と基本設計方針(後) 

赤色：様式６に関する記載（付番及び下線） 

青色：設置許可本文及び添付書類八からの引用以外の記載 

  ：補正時からの変更箇所 

実用発電用原子炉及び 

その附属施設の技術基準に 

関する規則 

工事計画認可申請書 

基本設計方針（後） 

設置変更許可申請書 

本文 

設置変更許可申請書 

添付書類八 

設置許可，基本設計方針及び 

技術基準との対比 
備 考 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿

入機能）により動作する制御棒駆動

機構及び制御棒駆動水圧系水圧制御

ユニットは，発電用原子炉の停止中

に分解検査として表面状態の確認が

可能な設計とする。◇4  

ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再

循環ポンプトリップ機能）は，発電用

原子炉の停止中に機能・性能の確認

として，模擬入力による論理回路の

動作確認，校正及び設定値確認が可

能な設計とする。◇4  

ほう酸水注入系は，発電用原子炉

の運転中又は停止中に機能・性能及

び漏えいの有無の確認並びに弁の開

閉動作の確認が可能な設計とする。

◇4  

ほう酸水注入ポンプは，発電用原

子炉の停止中に分解及び外観の確認

が可能な設計とする。◇4  

また，ほう酸水貯蔵タンクは，発電

用原子炉の運転中又は停止中にほう

酸濃度及びタンク水位の確認による

ほう酸質量の確認並びに外観の確認

が可能な設計とする。◇4  

 

― 以 下 余 白 ― 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－6 

【第 59条 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備】 

 

様式－6 

様式－6（59条）-1 

 

－：該当なし 

※：条文全体に関わる説明書 

各条文の設計の考え方 

第 59条（緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備） 

1.1  技術基準の条文，解釈への適合性に関する考え方 

№ 基本設計方針で記載する事項 適合性の考え方（理由） 項-号 解釈 説明資料等 

① 

緊急停止失敗時に発電用

原子炉を未臨界にするた

めの設備の施設 

技術基準規則の要求事項及びその解釈を

受けている内容を記載する。 

なお，原子炉緊急停止失敗時における出

力上昇防止のため自動減圧を阻止する旨

についても記載する。 

1項 

2(1)a) 

2(1)b) 

2(1)c) 

a,c,d,e,f,g 

② 

ＡＴＷＳ緩和設備（代替

制御棒挿入機能）による

制御棒緊急挿入 

技術基準規則の要求事項及びその解釈を

受けている内容を記載する。 

なお，重大事故等対処設備として使用す

る制御棒駆動水圧系水圧制御ユニット，

制御棒及び制御棒駆動機構等についても

記載する。 

1項 2(1)a) a,c,e,f,g 

③ 
原子炉再循環ポンプ停止

による原子炉出力抑制 

技術基準規則の要求事項及びその解釈を

受けている内容を記載する。 
1項 2(1)b) a,f,g 

④ 
ほう酸水注入系による原

子炉未臨界への移行 

技術基準規則の要求事項及びその解釈を

受けている内容を記載する。 

なお，重大事故等対処設備として使用す

る流路及び原子炉圧力容器（炉心支持構

造物含む）についても記載する。 

1項 2(1)c) a,c,d,e 

1.2  技術基準規則第 54 条への適合性に関する考え方 

№ 基本設計方針で記載する事項 適合性の考え方（理由） 項-号 解釈 説明資料等 

Ⅰ 多様性，位置的分散等 
多様性，位置的分散等に関する基本方針

の呼び込み先を記載する。 
― ― b 

Ⅱ 悪影響防止 
悪影響防止に関する基本方針の呼び込み

先を記載する。 
― ― b 

Ⅲ 共用の禁止 共用の禁止に関連する記載なし。 ― ― b 

Ⅳ 容量等 
容量等に関する基本方針の呼び込み先を

記載する。 
― ― a,f 

Ⅴ 環境条件等 
環境条件等に関する基本方針の呼び込み

先を記載する。 
― ― b 

Ⅵ 操作性の確保 
操作性の確保に関する基本方針の呼び込

み先を記載する。 
― ― b 
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設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書に係る様式－6 

【第 59条 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備】 

 

様式－6 

様式－6（59条）-2 

 

－：該当なし 

※：条文全体に関わる説明書 

Ⅶ 試験検査 
試験検査に関する基本方針の呼び込み先

を記載する。 
― ― b 

2. 設置許可本文のうち，基本設計方針に記載しないことの考え方 

№ 項目 考え方 説明資料等 

□1  
設置許可本文内の重複記

載 

設置許可本文内にある同趣旨の記載を採用するため記載しな

い。 
－ 

□2  仕様 要目表として整理するため記載しない。 － 

□3  文章，表又は図の呼込み 
設置許可内での文章，表又は図の呼込みであるため記載しな

い。 
－ 

3. 設置許可添八のうち，基本設計方針に記載しないことの考え方 

№ 項目 考え方 説明資料等 

◇1  
設置許可本文との重複記

載 

設置許可本文にある同趣旨の記載を採用するため記載しな

い。 
－ 

◇2  文章，表又は図の呼込み 
設置許可内での文章，表又は図の呼込みであるため記載しな

い。 
－ 

◇3  
非常用交流電源設備の使

用 

非常用交流電源設備を重大事故等対処設備（設計基準拡張）

として使用する旨は第 72 条に包括して記載するため記載し

ない。 

－ 

◇4  
設備の健全性に関する記

載 

設備の健全性に関する記載は第 54 条に包括して記載するた

め記載しない。 
－ 

4. 詳細な検討が必要な事項 

№ 記載先 

a 設備別記載事項の設定根拠に関する説明書 

b 安全設備及び重大事故等対処設備が使用される条件の下における健全性に関する説明書 

c 計測制御系統施設に係る機器（計測装置を除く。）の配置を明示した図面及び系統図 

d 強度に関する説明書 

e 構造図 

f 工学的安全施設等の起動（作動）信号の起動（作動）回路の説明図及び設定値の根拠に関する説明書 

g 発電用原子炉の運転を管理するための制御装置に係る制御方法に関する説明書 

※ 発電用原子炉の設置の許可との整合性に関する説明書 

※ 設計及び工事に係る品質マネジメントシステムに関する説明書 
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先行審査プラントの記載との比較表（計測制御系統施設の基本設計方針） 

実線・・設備運用又は体制等の相違（設計方針の相違） 

波線・・記載表現，設備名称の相違（実質的な相違なし） 

・・補正時からの変更箇所

東海第二発電所（2018.10.12版） 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 

柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25版） 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 

島根原子力発電所 ２号機 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 
備考 

1.4 ほう酸水注入系 

運転時の異常な過渡変化時において発電用原子炉の運転を

緊急に停止することができない事象が発生するおそれがある

場合又は当該事象が発生した場合においても炉心の著しい損

傷を防止するため，原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉

格納容器の健全性を維持するとともに，発電用原子炉を未臨

界に移行するために必要な重大事故等対処設備として，ほう

酸水注入系を設ける設計とする。【59 条 1】 

原子炉保護系，制御棒，制御棒駆動機構及び制御棒駆動水

圧系水圧制御ユニットの機能が喪失した場合の重大事故等対

処設備として使用するほう酸水注入系は，ほう酸水注入ポン

プにより，ほう酸水貯蔵タンクのほう酸水を原子炉圧力容器

へ注入することで，発電用原子炉を未臨界にできる設計とす

る。【59 条 8】 

ほう酸水注入系の流路として，設計基準対象施設である原

子炉圧力容器，炉心支持構造物，原子炉圧力容器内部構造物

及び配管貫通部を重大事故等対処設備として使用することか

ら，流路に係る機能について重大事故等対処設備としての設

計を行う。【59 条 9】 

3. 安全保護装置等

3.2 ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能） 

運転時の異常な過渡変化時において発電用原子炉の運転を

緊急に停止することができない事象が発生するおそれがある

場合又は当該事象が発生した場合においても炉心の著しい損

・記載方針の相違

【東海第二，柏崎 7】 

 島根２号機は，代替す

る DB 設備として制御

棒，制御棒駆動機構及び

制御棒駆動水圧系水圧

制御ユニットを記載し

ている 

・炉型の相違

【柏崎 7】 

・記載方針の相違

【東海第二】 

 島根２号機は，ほう酸

水注入系の流路として

配管貫通部を記載して

いる 
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東海第二発電所（2018.10.12版） 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 

柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25版） 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 

島根原子力発電所 ２号機 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 
備考 

傷を防止するため，原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉

格納容器の健全性を維持するとともに，発電用原子炉を未臨

界に移行するために必要な重大事故等対処設備として，ＡＴ

ＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）を設ける設計とする。

【59 条 1】 

発電用原子炉が運転を緊急に停止していなければならない

状況にもかかわらず，原子炉出力，原子炉圧力等のパラメー

タの変化から緊急停止していないことが推定される場合の重

大事故等対処設備として使用するＡＴＷＳ緩和設備（代替制

御棒挿入機能）は，原子炉圧力高又は原子炉水位低（レベル

２）の信号により，全制御棒を全挿入させて発電用原子炉を

未臨界にできる設計とする。【59 条 3】 

また，ＡＴＷＳ緩和設備（代替制御棒挿入機能）は，中央

制御室の操作スイッチを手動で操作することで作動させるこ

とができる設計とする。【59 条 4】 

その他，設計基準対象施設である制御棒，制御棒駆動機構

及び制御棒駆動水圧系水圧制御ユニットを重大事故等対処設

備として使用できる設計とする。また，制御棒駆動水圧系の

流路として，設計基準対象施設である配管貫通部を重大事故

等対処設備として使用することから，流路に係る機能につい

て重大事故等対処設備としての設計を行う。【59 条 10】 

3.3 ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能） 

運転時の異常な過渡変化時において発電用原子炉の運転を

緊急に停止することができない事象が発生するおそれがある

場合又は当該事象が発生した場合においても炉心の著しい損

傷を防止するため，原子炉冷却材圧力バウンダリ及び原子炉

格納容器の健全性を維持するとともに，発電用原子炉を未臨

界に移行するために必要な重大事故等対処設備として，ＡＴ

ＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリップ機能）を設

ける設計とする。【59 条 1】 

発電用原子炉が運転を緊急に停止していなければならない

状況にもかかわらず，原子炉出力，原子炉圧力等のパラメー

タの変化から緊急停止していないことが推定される場合の重

大事故等対処設備として使用するＡＴＷＳ緩和設備（代替原

子炉再循環ポンプトリップ機能）は，原子炉圧力高又は原子

・記載方針の相違

【東海第二】 

・炉型の相違

【柏崎 7】 
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東海第二発電所（2018.10.12版） 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 

柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25版） 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 

島根原子力発電所 ２号機 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 
備考 

炉水位低（レベル２）の信号により，原子炉再循環ポンプ 2

台を自動停止させて，発電用原子炉の出力を抑制できる設計

とする。【59 条 5】 

また，ＡＴＷＳ緩和設備（代替原子炉再循環ポンプトリッ

プ機能）は，自動で停止しない場合に，中央制御室の操作ス

イッチを手動で操作することにより，原子炉再循環ポンプト

リップ遮断器を開放し，原子炉再循環ポンプを停止させるこ

とができる設計とする。【59 条 6】 

3.5 自動減圧機能作動阻止 

運転時の異常な過渡変化時において発電用原子炉の運転を

緊急に停止することができない事象が発生した場合に，自動

減圧起動阻止スイッチ 2 個及び代替自動減圧起動阻止スイッ

チ 1 個を作動させることで発電用原子炉の自動による減圧を

防止できる設計とする。【59 条 7】 

原子炉緊急停止失敗時に自動減圧系が作動すると，高圧炉

心スプレイ系，残留熱除去系（低圧注水系）及び低圧炉心ス

プレイ系から大量の冷水が注水され出力の急激な上昇につな

がるため，自動減圧起動阻止スイッチにより自動減圧系によ

る自動減圧を阻止し，代替自動減圧起動阻止スイッチにより

代替自動減圧ロジック（代替自動減圧機能）による自動減圧

を阻止できる設計とする。【59 条2】【61 条4】 

・設備の相違

【柏崎 7】 

 島根２号機は，原子炉

再循環ポンプの径及び

質量が大きく，電動機の

電源喪失による原子炉

再循環ポンプ停止後の

十分な慣性を有するた

め，原子炉水位低（レベ

ル２）で原子炉再循環ポ

ンプ 2 台を停止させる

設計としている 

・設備の相違

【東海第二，柏崎 7】 

 原子炉再循環系を構

成する設備の相違 

・設備の相違

【東海第二，柏崎 7】 

 島根２号機は，悪影響

を及ぼさないよう考慮

して，自動減圧起動阻止

スイッチ及び代替自動

減圧起動阻止スイッチ

をそれぞれ設置 

・設備の相違

【柏崎 7】 

 炉型の相違による非

常用炉心冷却装置の構

成の相違 

・設備の相違

【東海第二，柏崎 7】
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東海第二発電所（2018.10.12版） 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 

柏崎刈羽原子力発電所７号機 （2020.9.25版） 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 

島根原子力発電所 ２号機 

工事計画認可申請書 基本設計方針（変更後） 
備考 

 島根２号機は，悪影響

を及ぼさないよう考慮

して，自動減圧起動阻止

スイッチ及び代替自動

減圧起動阻止スイッチ

をそれぞれ設置 
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